
2025.03.18

【迅速審査】

番号 議題
R06-068

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R06-069

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

番号 議題
R06-070

　

説明者
研究概要

　

判定結果 承認

　呼吸器内科・消化器内科・脳神経内科の混合病棟において、アドバンスケアプラ
ンニング介入に取り組む看護師が感じている困難感を明らかにすることを目的とす
る。

消化器内科　臨床研究部長　加賀谷　尚史

　慢性肝疾患の診断の一助としてFib-4 indexが有用であると報告されており、金
沢市すこやか健診のFib-4 indexより要精検となった患者をを対象に、検査結果と
予後の検討を目的とする。

A病棟におけるACP介入に対する困難感の実態調査

東５病棟　看護師　堀田　美月

潰瘍性大腸炎に対する、複数のバイオマーカーの有用性の比較

消化器内科　臨床研究部長　加賀谷　尚史

　潰瘍性大腸炎の診療に際して内視鏡検査は必須であるところ、患者の身体的、金
銭的負担が大きく頻回に実施することは現実的ではない。できるだけ非侵襲的に活
動性を評価できるバイオマーカーについて、実臨床での評価を目的とする。

Fib-4indexを契機に受診した症例の、検査結果、予後に関する研究
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判定結果 継続審査
　調査項目が不明確なため、具体的に記載してもらい再審査とする。

中央放射線部　診療放射線技師　柳澤　崇登

　腰椎を撮影範囲に含む体幹部のCT画像を矢状断面に再構築し骨条件に変換する方
法により、椎体の圧迫骨折の有無についてのスクリーニングを行い、骨粗鬆症罹患
者の拾い上げを行うことを目的とする。

潰瘍性大腸炎に対する各種治療の、有用性と安全性の検討

消化器内科　臨床研究部長　加賀谷　尚史

　潰瘍性大腸炎に対し、近年では多くの新薬が研究開発されており、各種治療の実
臨床における有用性の集積が進み、治験成績からは得られていなかった新たな知見
も得られ、治療の選択について議論が進んでいるものの、確定した治療戦略の意見
の一致はみられないため、各種治療の有用性と安全性の検討を目的とする。

腰椎を撮影範囲に含む体幹部CT画像が骨粗鬆症患者検出に与える有効性について


